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犠
牲
者
を
追
悼
す
る
表
参
道

交
差
点
の
「
碑
」

何
よ
り
願
っ
て
い
ま
す

3
月
中
旬
か
ら
、
ほ
ぼ
全
て
の

活
動
が
中
止
と
な
り
、
「
緊
急
事

態
宣
言
」
以
降
は
、
外
出
も
ほ
ぼ

自
粛
と
な
り
ま
し
た
。
定
期
的
に

行
っ
て
い
た
テ
ニ
ス
も
で
き
ず
、

呑
み
に
も
出
ら
れ
ず
、
仕
事
も
な

い
の
で
自
宅
に
こ
も
っ
て
い
ま

す
。
ほ
と
ん
ど
外
食
な
の
で
、
食

事
の
支
度
に
困
っ
て
い
ま
す
。
組

合
活
動
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
飲

食
店
の
再
開
を
何
よ
り
も
願
っ
て

い
ま
す
。
鳴
島
孝
（
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ

目
黒
地
域
支
部
）

◇

◇

実
の
あ
る
所
へ
お
金
を

マ
ス
ク
が
届
き
ま
し
た
が
、
住

民
票
上
は
留
守
宅
の
、
母
が
住
ん

で
い
た
家
に
も
届
い
て
い
ま
し

た
。
ポ
ス
ト
が
あ
る
と
こ
ろ
に
入

れ
る
の
か
、
郵
便
に
丸
投
げ
の
よ

う
で
す
。
ム
ダ
な
こ
と
は
し
な
い

で
、
実
の
あ
る
と
こ
ろ
へ
、
早
く

お
金
を
使
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
波

多
美
枝
子
（
都
教
組
葛
飾
支
部
）

終
息
と
と
も
に
退
場
を

コ
ロ
ナ
危
機
対
策
は
後
手
後
手

に
ま
わ
り
、
黒
川
検
事
長
問
題
で

大
失
態
を
演
じ
た
安
倍
首
相
。
も

は
や
ル
イ
14
世
か
裸
の
王
様
。
も

う
だ
ま
さ
れ
な
い
で
一
刻
も
早

く
、
コ
ロ
ナ
の
終
息
と
と
も
に
退

場
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

藤
井
明
（
都
教
組
墨
田
支
部
）

◇

◇

違
法
行
為
・
犯
罪
で
す
よ
ね

黒
川
弘
務
・
元
検
事
長
の
賭
け

マ
ー
ジ
ャ
ン
を
、
森
法
相
は
「
不

適
切
な
行
為
」
だ
と
言
い
、
辞
職

が
認
め
ら
れ
法
外
な
退
職
金
が
支

払
わ
れ
た
。
「
不
適
切
な
行
為
」

は
、
例
え
ば
外
出
自
粛
期
間
中
に

お
花
見
を
し
た
り
、
遠
く
ま
で
集

団
で
参
拝
に
行
っ
た
り
す
る
こ

と
。
賭
け
マ
ー
ジ
ャ
ン
は
違
法
行

為
・
犯
罪
で
す
よ
ね
。
三
浦
久
美

子
（
首
都
大
東
京
労
組
）

◇

◇

国
の
あ
り
方
も
問
わ
れ
て
い
る

コ
ロ
ナ
禍
は
全
世
界
を
覆
っ
て

い
ま
す
。
ど
の
国
で
も
対
応
が
必

要
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
国
の
あ
り

方
も
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の

医
師
の
数
は
ド
イ
ツ
の
半
分
、
保

健
所
は
1
9
9
2
年
・
8
5
2
箇

所
に
対
し
て
2
0
1
9
年
は
4
6

9
箇
所
。
感
染
病
棟
は
1
9
9
8

年
・
9
0
6
0
床
に
対
し
て
2
0

2
0
年
は
1
8
6
9
床
と
報
道
さ

れ
て
い
ま
す
。
細
川
浩
（
年
金
者

組
合
江
戸
川
支
部
）

◇

◇

人
権
が
大
切
に
さ
れ
る
社
会
に

コ
ロ
ナ
自
粛
後
は
、
人
権
が
本

当
に
大
切
に
さ
れ
る
社
会
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い

う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
都
知
事
選
挙
が

始
ま
る
の
は
重
要
で
す
。
元
日
弁

連
会
長
が
立
候
補
し
ま
し
た
。
ぜ

ひ
草
の
根
の
力
を
発
揮
し
て
押
し

上
げ
た
い
。
中
西
喜
一
郎
（
全
印

総
連
・
光
陽
メ
デ
ィ
ア
労
組
）

◇

◇

先
見
の
明
あ
り

昨
年
3
月
、
参
院
内
閣
委
員
会

で
、
共
産
党
の
田
村
智
子
議
員
が

国
家
公
務
員
の
定
数
削
減
に
よ

る
、
国
立
感
染
症
研
究
所
の
機
能

の
弱
体
化
を
追
及
。
い
ず
れ
起
こ

る
で
あ
ろ
う
感
染
症
に
も
対
応
で

き
る
研
究
基
盤
の
確
立
、
向
上
が

必
要
と
指
摘
。
そ
の
後
「
さ
く
ら

を
観
る
会
」
が
大
き
な
波
紋
を
呼

ぶ
こ
と
に
な
る
の
で
す
が
、
ま
さ

に
先
見
の
明
と
思
う
ば
か
り
で

す
。
飯
塚
浩
一
（
足
立
区
職
労
）

5
月
15
日
号
の
正
解
は
「
コ
ロ

ナ
危
機
口
実
の
改
憲
狙
う
安
倍
に

レ
ッ
ド
カ
ー
ド
」
で
し
た
。
応
募

者
は
25
人
で
、
以
下
の
5
人
の
方

に
図
書
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。

玉
城
順
子
（
品
川
区
職
労
）
、

久
保
博
（
全
印
総
連
日
本
機
関
紙

印
刷
所
労
組
）
、
関
康
則
（
都
庁

職
小
笠
原
支
部
）
、
五
十
嵐
夕
介

（
都
教
組
豊
島
支
部
）
、
金
子
喜

代
美
（
都
庁
職
）

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
昭

和
20
年
5
月
25
日
深
夜
か
ら
26

日
の
未
明
に
か
け
て
山
の
手
地

域
を
対
象
と
し
た
米
軍
Ｂ
29
機

に
よ
る
大
規
模
空
襲
、
「
山
の

手
大
空
襲
」
と
呼
ば
れ
た
空
襲

で
す
。
そ
の
2
日
前
に
も
大
規

模
な
空
襲
が
あ
り
、
Ｂ
29
機
の

空
襲
は
東
京
に
限
る
と
こ
れ
が

最
後
に
な
っ
た
空
襲
で
す
。

こ
の
た
め
、
規
模
に
お
い
て

も
投
下
さ
れ
た
焼
夷
弾
量
は
3

月
10
日
の
「
大
空
襲
」
の
2
倍

規
模
。
皇
居
も
含
め
赤
坂
、
青

山
、中
野
な
ど
が
標
的
に
さ
れ
、

被
害
者
は
死
者
3
6
5
1
人
、

焼
失
家
屋
は
16
万
6
千
戸
に
も

及
び
ま
し
た
。

特
に
、
表
参
道
周
辺
で
は
、

多
数
の
犠
牲
者
が
で
ま
し
た
。

安
田
銀
行
（
現
み
ず
ほ
銀
行
）

前
に
は
黒
焦
げ
の
遺
体
が
山
と

な
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

北
青
山
三
丁
目
の
表
参
道
交

差
点
前
（
「
み
ず
ほ
銀
行
」
前
）

に
は
、
港
区
が
建
立
し
た
「
平

和
を
の
ぞ
む
」
と
の
「
山
の
手

空
襲
・
追
悼
碑
」
（
写
真
・
東

京
メ
ト
ロ
「
表
参
道
駅
」
徒
歩

1
分
）
が
あ
り
ま
す
。

▼
東
京
春
闘

民
間
単
産

代
表
者
会
議

6
月
21
日
（
日
）
10
時

半
〜
、
ラ
パ
ス
ホ
ー
ル

▼
官
民
共
同
長
時
間
労
働

＆
コ
ロ
ナ
関
係
要
請

7
月
6
日
（
月
）
13
時

15
分
〜
、
厚
労
省
ほ
か

▼
全
労
連
・
東
京
地
評
争

議
支
援
総
行
動

7
月
8
日（
水
）終
日
、

各
所

▼
公
民
賃
大
幅
賃
金
引
上

げ
実
現
阻
止

人
事
院
前

行
動7

月
17
日
（
金
）
18
時

半
〜
、
人
事
院
前

▼
働
く
も
の
の
い
の
ち
と

健
康
を
守
る
東
京
セ
ン
タ

ー
総
会

7
月
18
日
（
土
）
13
時

〜
、
ラ
パ
ス
ホ
ー
ル

▼
東
京
地
評

地
域
代
表

者
会
議

8
月
1
日
（
土
）
13
時

半
〜
、
ラ
パ
ス
ホ
ー
ル

▼
東
京
労
働
共
済
会

20

年
度
総
会

8
月
4
日
（
火
）
18
時

15
分
〜
、
東
京
労
働
会
館

5
階
会
議
室

Ａ
〜
Ｙ
を
順
に
並
べ
て
言
葉

を
完
成
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
答

え
・
組
合
名
・
氏
名
・
住
所
・

通
信
・
パ
ズ
ル
や
紙
面
の
感
想

な
ど
記
入
の
上
、
ハ
ガ
キ
又
は

メ
ー
ル
で
東
京
地
評
編
集
部
へ

（
あ
て
先
は
一
面

題
字
の
ワ
キ
）
。

締
め
切
り
は
7
月

1
日
の
消
印
有

効
。
抽
選
で
5
人

の
方
に
図
書
カ
ー

ド
（
千
円
分
）
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
。
応

募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

〈
ヒ
ン
ト
〉
非
正
規
労
働
者
の

生
活
改
善
は
全
組
合
の
責
務

（
ヨ
コ
の
カ
ギ
）

①
今
年
は
6
月
の
い
つ
頃
か
な

⑤
ウ
シ
科
の
哺
乳
類
で
ヒ
マ
ラ

ヤ
に
生
息
。
荷
役
や
乳
用

⑦
山
芋
の
一
種
。
大
和
芋
と
も

⑨
自
分
が
属
し
て
い
る
派

⑩
フ
ビ
ラ
イ
が
建
国
し
た
中
国

の
王
朝

⑪
ラ
テ
ン
語
で
月

⑬
僅
か
な
差

⑮
仏
や
菩
薩
の
体
か
ら
発
す
る

光
。
○
○
が
差
す

⑰
紙
を
綴
じ
る
た
め
に
少
し
開

け
る
端
の
部
分

⑳
10
の
1
0
0
倍
は

㉑
夏
に
ひ
く
風
邪

（
タ
テ
の
カ
ギ
）

①
花
が
筒
状
に
咲
く
こ
と
か
ら

名
前
が
付
い
た
。
今
が
見
頃

②
暮
れ
て
い
く
春
。
晩
春

③
水
田
で
生
育
。
今
が
植
え
時

④
公
共
団
体
の
職
員
の
別
称

⑥
柑
橘
類
の
果
実
に
多
く
含
ま

れ
る
有
機
酸

⑩
現
在
の
。
○
段
階

⑫
国
が
米
軍
基
地
建
設
を
予
定

し
て
い
る
の
は
沖
縄
の
ど
こ

⑬
気
構
え
や
度
量
。
○
○
壮
大

⑭
北
海
道
の
交
通
の
要
所
。
空

港
も

⑯
ワ
ク
チ
ン
開
発
が
焦
眉
の
的

⑱
大
麦
や
ラ
イ
麦
で
作
っ
た
蒸

留
酒

⑲
悲
し
み
を
う
た
っ
た
歌

◆
「
う
ち
の
会
社
は
ブ
ラ
ッ

ク
だ
」
相
談
者
か
ら
よ
く
聞

く
言
葉
で
あ
る
。
あ
る
大
手

企
業
の
ビ
ル
に
入
っ
て
い
る

業
務
委
託
会
社
に
勤
務
す
る

女
性
は
、
入
社
し
て
す
ぐ
に

直
属
の
上
司
か
ら
パ
ワ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
た
。
本

人
は
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
に
あ
た

っ
た
と
言
う
。
最
初
の
契
約

更
新
ま
で
は
我
慢
し
な
が
ら

働
い
て
い
た
が
、
更
新
後
に

い
ろ
い
ろ
な
相
談
機
関
に
行

っ
て
相
談
し
、
会
社
と
も
話

し
合
い
を
し
た
結
果
、
そ
の

上
司
は
異
動
に
な
っ
て
い
な

く
な
っ
た
。
◆
で
も
最
近
は

こ
れ
ま
で
と
違
う
嫌
が
ら
せ

を
受
け
て
い
る
と
い
う
。
自

分
で
は
こ
の
会
社
で
ず
っ
と

働
く
つ
も
り
だ
が
、
そ
も
そ

も
次
の
契
約
更
新
が
さ
れ
る

か
心
配
だ
。
も

し
雇
い
止
め
に

な
っ
た
ら
と
、

そ
の
時
の
た
め

の
労
働
組
合
を
探
し
て
い
る

と
い
う
の
が
相
談
内
容
だ
っ

た
。
そ
こ
で
、
勤
務
場
所
の

企
業
と
同
じ
業
種
の
労
働
組

合
に
、
非
正
規
も
入
れ
る
個

人
加
盟
が
あ
る
は
ず
だ
か

ら
、
と
紹
介
を
し
た
。
◆
さ

ら
に
話
を
聞
い
て
い
く
と
、

以
前
勤
務
し
て
い
た
会
社
で

は
、
労
働
組
合
に
加
入
を
し

て
交
渉
し
、
未
払
い
の
残
業

代
と
解
決
金
を
支
払
わ
せ
た

こ
と
も
あ
っ
た
と
の
こ
と
。

「
そ
の
組
合
に
そ
の
ま
ま
入

っ
て
い
れ
ば
良
か
っ
た
の

に
、
な
ぜ
そ
の
組
合
に
残
ら

な
か
っ
た
の
で
す
か
？
」「
だ

っ
て
、
次
は
ブ
ラ
ッ
ク
で
な

い
と
こ
ろ
で
働
く
つ
も
り
だ

っ
た
か
ら
」
と
の
回
答
。
◆

彼
女
は
、
離
婚
し
て
か
ら
は

ブ
ラ
ッ
ク
ば
か
り
で
、
私
は

ブ
ラ
ッ
ク
ば
か
り
に
ぶ
つ
か

る
と
嘆
い
て
い
た
。し
か
し
、

中
高
年
の
女
性

の
再
就
職
は
ほ

と
ん
ど
非
正
規

雇
用
と
い
う
の

が
現
実
だ
。
明
確
な
労
働
基

準
法
や
労
働
契
約
法
の
違
反

や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
わ
る
問

題
が
、
見
え
に
く
く
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

る
。
納
得
で
き
る
解
決
を
求

め
て
、
あ
ら
ゆ
る
相
談
機
関

を
ま
わ
っ
て
い
る
労
働
者
も

い
る
。
い
ろ
い
ろ
な
支
援
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
佐
伯
芳

子（
東
京
地
評
労
働
相
談
員
）

作・あめんぼ

パ
ズ
ル
当
選

お
め
で
と
う

パ
ズ
ル
当
選

お
め
で
と
う

相
談
の
窓

相
談
の
窓

相
談
の
窓

オ
ル
グ
の
現
場
か
ら

相
談
機
関
を
回
る
労
働
者
へ
の
支
援
は

東
京
山
の
手
空
襲

・
追
悼
碑
（
東
京

都
港
区
）

相
談
の
窓

相
談
の
窓

相
談
の
窓
187
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